


名古屋大学学術憲章
　名古屋大学は，学問の府として，大学固有の役割とその歴史的，社会的使命を確認し，
その学術活動の基本理念をここに定める。

　名古屋大学は，自由闊達な学風の下，人間と社会と自然に関する研究と教育を通じて，
人々の幸福に貢献することを，その使命とする。とりわけ，人間性と科学の調和的発展
を目指し，人文科学，社会科学，自然科学をともに視野に入れた高度な研究と教育を実
践する。このために，以下の基本目標および基本方針に基づく諸施策を実施し，基幹的
総合大学としての責務を持続的に果たす。

１．研究と教育の基本目標
　（１）名古屋大学は，創造的な研究活動によって真理を探究し，世界屈指の知的成果を

産み出す。
　（２）名古屋大学は，自発性を重視する教育実践によって，論理的思考力と想像力に富

んだ勇気ある知識人を育てる。

２．社会的貢献の基本目標
　（１）名古屋大学は，先端的な学術研究と，国内外で指導的役割を果たしうる人材の養

成とを通じて，人類の福祉と文化の発展ならびに世界の産業に貢献する。
　（２）名古屋大学は，その立地する地域社会の特性を生かし，多面的な学術研究活動を

通じて地域の発展に貢献する。
　（３）名古屋大学は，国際的な学術連携および留学生教育を進め，世界とりわけアジア

諸国との交流に貢献する。

３．研究教育体制の基本方針
　（１）名古屋大学は，人文と社会と自然の諸現象を俯瞰的立場から研究し，現代の諸課

題に応え，人間性に立脚した新しい価値観や知識体系を創出するための研究体制を
整備し，充実させる。

　（２）名古屋大学は，世界の知的伝統の中で培われた知的資産を正しく継承し発展させ
る教育体制を整備し，高度で革新的な教育活動を推進する。

　（３）名古屋大学は，活発な情報発信と人的交流，および国内外の諸機関との連携に
よって学術文化の国際的拠点を形成する。

４．大学運営の基本方針
　（１）名古屋大学は，構成員の自律性と自発性に基づく探究を常に支援し，学問研究の

自由を保障する。
　（２）名古屋大学は，構成員が，研究と教育に関わる理念と目標および運営原則の策定

や実現に，それぞれの立場から参画することを求める。
　（３）名古屋大学は，構成員の研究活動，教育実践ならびに管理運営に関して，主体的

に点検と評価を進めるとともに，他者からの批判的評価を積極的に求め，開かれた
大学を目指す。
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平成29年度 名古屋大学教育学部第 3年次編入学学生募集要項

Ⅰ．学科及び募集人員

学　　科　　名 募　集　人　員

人 間 発 達 科 学 科 10　名

Ⅱ．出願資格
次の各号の一に該当する者

1  日本の大学に 2年以上在学（休学期間を除く）し62単位以上を取得した者及び平成29年 3月末

日までに大学に 2年以上在学（休学期間を除く）し62単位以上取得する見込みの者（本学在学

者は除く）

2  日本または外国の大学を卒業し，学士の学位を有する者及び平成29年 3 月末日までに学士の学

位を授与される見込みの者

3  日本の短期大学又は高等専門学校を卒業した者及び平成29年 3 月末日までに卒業見込みの者

4  学校教育法第132条の規定により専修学校の専門課程（修業年限が 2年以上で，かつ，課程の

修了に必要な総授業時数が1700時間以上であるものに限る。）を修了した者（学校教育法第90

条第 1項に規定する者に限る。）及び平成29年 3 月末日までに修了見込みの者

5  外国において，学校教育における14年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育の

期間を含む。）を修了した者及び平成29年 3 月末日までに修了見込みの者

6  外国の短期大学を卒業した者又は外国の短期大学の課程を有するものとして当該外国の学校教

育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣が別に指定するものの当該課

程を我が国において修了した者（学校教育法第90条第 1項に規定する者に限る。）及び平成29

年 3 月末日までに修了見込みの者

〈注意〉出願資格 5により出願する者は，出願資格審査を受ける必要がある。出願資格 5によ

り出願する者は 5頁を参照し，平成28年 7 月15日（金）までに教育学部入試担当に必

要書類を提出すること。

7  高等学校の専攻科の課程（修業年限が二年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準

を満たすものに限る。）を修了した者（第九十条第一項に規定する者に限る。）及び平成29年 3

月末日までに修了見込みの者
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Ⅲ．出願手続

入学志願者は， 2 の「出願に要する書類等」を一括して必ず書留郵便で送付のこと。

　　　　　送付先　名古屋市千種区不老町　B4-5（700）　（郵便番号464－8601）

　　　　　　　　　　名古屋大学教育学部入試担当

1　受付期間

平成28年 8月 2日（火）から 8月 8日（月）16時までに郵送で必着のこと。

　期間後の到着分は，受理しないので注意すること。

2 　出願に要する書類等

⑴　入学志願票・受験票（様式 1）

⑵　卒業・修了（見込）証明書又は大学 2・ 3年次に在学中の者については在学証明書，中途退

学の者については在学期間証明書（出願資格に該当するものを提出すること。なお，出願資

格 7により出願する者は，大学に編入学することができる専攻科の課程の基準を満たしてい

ることが併せて確認できる証明書を提出すること。証明が不可能な場合は，4（3）連絡先ま

で事前に連絡すること。）

⑶　学業成績証明書

⑷　領収証書・領収証書（控）（様式 2）

⑸　入 学 検 定 料　 3 0 , 0 0 0 円

 （必ず郵便局で30,000円の普通為替を作成し，受取人指定欄には何も

記入しないこと。）

⑹　返 信 用 封 筒 2 通 （出願者本人の住所，氏名を明記し，362円切手を貼付した本学部所

定の定形封筒）

⑺　宛 名 用 紙  （入学手続等通知用。本人の住所・氏名を記入した本学部所定様式。）

3 　受験票の送付

受験票は，平成28年 8 月12日（金）頃に本人あてに発送する。

4 　障害のある者等の出願

障害のある者等で，受験上特別な配慮を必要とする者は，出願に先立ち，以下によりあらかじ

め本学部と相談してください。

⑴　相談の時期

平成28年 7月15日（金）まで

⑵　相談の方法

　下記 3つの書類を提出してください。

○　障害等の状況，受験上の配慮を希望する事項等を記載したもの（様式自由でA 4サイズ）

○　障害等に関する医師の診断書，障害者手帳（写しでも構いません。）

○　障害の状況を知っている第3者の添え書（専門家や出身学校関係者などの所見や意見書）
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⑶　連　絡　先

〒464-8601

名古屋市千種区不老町B4-5（700）　名古屋大学教育学部　入試担当

〔電話（052）789－2606〕

なお，入学後の修学に関して相談の希望がある場合は，出願期限までにお問い合わせください。

Ⅳ．選抜実施方法

1　第 1次選抜（筆記試験）

筆記試験は，次のとおりとする。

試　　験　　領　　域 期　日 時　間 実 施 場 所

　外　国　語
　　英　　　語

平成28年

　 9月 5日

　　（月）

10：00～

11：30

受験票送付の際

通知する。

　小　論　文
生涯教育開発コース

学校教育情報コース

国際社会文化コース

　　教育に関する基礎的教養

心理社会行動コース

発達教育臨床コース

　　教育心理学の基礎的分野

13：00～

15：00

選考の結果は， 9月 8日（木）午前11時頃，教育学部玄関に掲示発表するほか，本人あて発

送する。

2 　第 2次選抜（口述試験）

第 1次選抜合格者に対し，次のとおり口述試験を行う。

選 抜 方 法 期　日 時　間 集　合　場　所

口 述 試 験 平成28年 9 月16日（金） 9：30～ 教育学部第 2講義室
9：10までに集合のこと

Ⅴ．合格者発表
平成28年 9 月30日（金）17時頃，教育学部玄関に掲示発表するとともに，後日合否結果を本

人あて郵送する。

Ⅵ．入学手続き
入学手続きに関する詳細は，平成29年 2 月末頃発送する。手続きは，平成29年 3 月下旬を予

定している。
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Ⅶ．学生納入金
①　入 学 料 ： 282 , 0 0 0円（予定額）
　　　　　　　　入学手続時に納入すること。

②　授 業 料 ：（年額）　535 , 8 0 0円（予定額）
（注） 1．入学時及び在学中に学生納入金の改定が行われた場合には，改定時から新たな納

入金額が適用される。

2．入学手続時に入学料（282 , 0 0 0円）を納入しなければならない。
　　　　　また，授業料納入については，別途通知する。

Ⅷ．その他
1 　既納の入学検定料は，いかなる理由があっても返還しない。

2　編入学学生募集要項等の郵送を希望する者は，封筒の表に「編入学学生募集要項等　請求」

と朱書し，住所，氏名を記載し250円分の切手を貼付した角形 2号の封筒（約33×24cm）を同

封して請求すること。

3　編入学後の履修方法については，編入学募集要項に含まれる関係書類を参照すること。

4　出願にあたって提供された氏名等個人情報は，入学者選抜，合格発表，入学手続き業務に使

用します。取得した個人情報は適切に管理し，利用目的以外に使用いたしません。

　　　　　平成28年 6 月

〒464-8601

名古屋市千種区不老町 B4-5（700）

名 古 屋 大 学 教 育 学 部
　☎〈052〉789－2606・2607

※不測の事態が発生した場合の諸連絡
災害や感染症の流行等により，試験日程や選抜内容等に変更が生じた場合
は，以下のホームページ等により周知しますので，出願前や受験前は特に注
意してください。

入試情報ホームページ
（名古屋大学大学院教育発達科学研究科・教育学部）
URL　http://www.educa.nagoya-u.ac.jp/info/admission/

◇連絡窓口
　文系教務課（教育学部グループ）
TEL　052（789）2606
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出願資格 5により出願する者について

1 ．事前審査
出願資格 5により出願する者については，あらかじめ次の書類を平成28年 7月15日（金）までに，

本学部へ提出又は郵送（書留便で封筒の表に「 3年次編入学試験　出願資格 5事前審査申請」と朱

書）し，出願資格の有無について事前照会をすること。

①　事前審査願（様式 3）

②　履歴書（様式 4）

③　最終出身学校の卒業証明書又は卒業見込証明書

④　返信用封筒（住所・氏名を明記した長形 3号（12cm×23cm）のもの（362円分の切手貼付））

　本学部で事前審査を実施し，その結果は平成28年 7 月29日（金）までに本人宛通知する。

2 ．事前審査の結果，「出願資格有」と判定された者の出願手続等
「出願資格有」と判定された者は，出願書類を受付期間内に必着するよう郵送すること。

なお，事前審査の結果の通知から出願までの期間が短いので，出願書類等は事前に準備しておく

こと。
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平成29年度（2017年度）
名古屋大学教育学部第 3年次編入学案内

1 ．趣　旨
名古屋大学教育学部では，大学に 2年以上在学し，所定の単位を修得した者及びすでに

学士の学位を取得した者，短期大学または高等専門学校を卒業した者もしくは専修学校の

専門課程または高等学校の専攻科の課程を修了した者で，本学部の専門の課程を履修する

ことを希望し，それにふさわしい資質と能力を持つと認められる者に対して，第 3年次編

入学を実施する。

2 ．卒業の要件
編入学生は， 2年以上在学し別表に示される所定の単位を修得しなければならない。編

入学生の在学年数は， 4年を超えることができない。

3 ．卒業に必要な単位の履修について
本学を卒業するために必要な単位は132単位であるが， 3年次編入学生は本学部編入学

後，別表のとおり①全コース共通科目（専門基礎科目）の18単位と②コース科目及び卒業

論文の66単位以上の，合計84単位以上を修得しなければならない。

4 ．既修得単位等の認定
編入学生が大学，短期大学，高等専門学校及び専修学校の専門課程もしくは高等学校の

専攻科の課程等で修得した単位（科目）を，本学部の卒業単位（専門基礎科目）の一部と

して，最大16単位まで認定する場合がある。

ただし，既修得科目等が本学部のカリキュラムと著しく異なる場合は，十分な単位振り

替えができないことがある。
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別　表

①　全コース共通科目（専門基礎科目）
1 ， 2 年生を対象とする学部科目が，必修および選択科目として次のとおり開講されて

いる。

全 コ ー ス 共 通 科 目
（生涯教育開発，学校教育情報，国際社会文化，

　心理社会行動，発達教育臨床コース）

※開講時期は変更される場合がある。　

授　業　科　目 単位 開講時期 授　業　科　目 単位 開講時期

（必　　修）
人間発達科学入門 2 前期

（選択必修Ⅰ群）4科目8単位

人間発達科学Ⅰ
（生涯教育開発）

人間発達科学Ⅱ
（学校教育情報）

人間発達科学Ⅲ
（国際社会文化）

人間発達科学Ⅳ
（心理社会行動）

人間発達科学Ⅴ
（発達教育臨床）

2

2

2

2

2

後期

前期

前期

前期

後期

（選択必修Ⅱ群）4科目8単位

生涯教育の原理と組織
（生涯教育開発基礎論）

情報化社会と学校教育
（学校教育情報基礎論）

国際社会における教育と文化
（国際社会文化基礎論）

心理・教育の統計学
（心理社会行動基礎論）

心理・教育のデータ解析
（心理社会行動基礎論）

人間発達の心理学
（発達教育臨床基礎論）

2

2

2

2

2

2

前期

前期

前期

前期

前期

前期

計 8単位以上 計 8単位以上

合　　計 1 8 単位
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②　コース科目及び卒業論文

教

育

学

系

生涯教育開発コース 選択必修科目Ⅰ群
選択必修科目Ⅱ群
他コース選択必修科目
（ 3コース以上）
学部選択科目
卒業論文
随意科目

2単位以上
22単位以上
8単位以上

24単位以上
10単位

学校教育情報コース 必修科目
選択必修科目
他コース選択必修科目
（ 3コース以上）
学部選択科目
卒業論文
随意科目

2単位
22単位以上
8単位以上

24単位以上
10単位

国際社会文化コース 必修科目
選択必修科目Ⅰ群
選択必修科目Ⅱ群
他コース選択必修科目
（ 3コース以上）
学部選択科目
卒業論文
随意科目

6単位
4単位以上
14単位以上
8単位以上

24単位以上
10単位

心

理

学

系

心理社会行動コース 必修科目
選択必修科目Ⅰ群
選択必修科目Ⅱ群
他コース選択必修科目
（ 2コース以上）
学部選択科目
卒業論文
随意科目

10単位
4単位以上
10単位以上
8単位以上

24単位以上
10単位

発達教育臨床コース 必修科目
選択必修科目Ⅰ群
選択必修科目Ⅱ群
他コース選択必修科目
（ 2コース以上）
学部選択科目
卒業論文
随意科目

10単位
4単位以上
10単位以上
8単位以上

24単位以上
10単位

合　　　計 6 6 単位以上

― 3―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages false
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages false
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages false
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000500044004600206587686353ef901a8fc7684c976262535370673a548c002000700072006f006f00660065007200208fdb884c9ad88d2891cf62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef653ef5728684c9762537088686a5f548c002000700072006f006f00660065007200204e0a73725f979ad854c18cea7684521753706548679c300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b370c2a4d06cd0d10020d504b9b0d1300020bc0f0020ad50c815ae30c5d0c11c0020ace0d488c9c8b85c0020c778c1c4d560002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken voor kwaliteitsafdrukken op desktopprinters en proofers. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents for quality printing on desktop printers and proofers.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /NA
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure true
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /NA
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /LeaveUntagged
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




